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令和６年度（2024 年度）第２回北海道食の安全・安心委員会議事録 

 

日 時：令和６年１１月１５日（金）９：４５～１１：２５ 

会 場：北海道立道民活動センター かでる２・７ 520 研修室 

出席者：別紙のとおり 

 

(事 務 局 ) 

ただいまより令和６年度第２回北海道食の安全・安心委員会を開会いたしま

す。開会に当たり、北海道農政部食の安全・みどりの農業推進監の山口からご

挨拶を申し上げます。 

 

(山口食の安全・みどりの農業推進監) 

皆さんおはようございます。本当にお忙しい中、そして足元の悪い中こちら

にお越しいただき、また、Ｗｅｂでご参加をいただき本当にありがとうござい

ます。食の安全・安心委員会の開催に当たりまして、一言ごあいさつをさせて

いただきたいと思います。 

日頃から北海道の食の安全・安心に関する施策の推進に当たりまして、皆さ

んに本当にご理解、そしてご協力をいただいておりますことに、改めてこの場

をお借りして、感謝申し上げたいと思います。本年度、北海道クリーン農業推

進計画の策定年ということで、前回７月の委員会で、素案の作成に向けて、皆

様からご意見をいただきました。その後、全道 14 ヶ所で地域意見交換会を行い

まして、広くクリーン農業あるいは関連する施策について、広く意見をいただ

きまして、そうした意見を踏まえて今回素案という形で取りまとめさせていた

だき、皆様にご審議をいただいて、ご意見をいただきたいと思っております。

今後、パブリックコメントを行いながら、そして道議会での議論も踏まえて、

来年２月に今予定しているのですけど、第３回目のこの委員会で計画を取りま

とめていきたいと考えております。 

それから報道等でご承知のことと思いますけれども、先月厚真町の養鶏場、

そして今週、旭川市の採卵鶏の養鶏場で、高病原性の鳥インフルエンザが発生

しまして、そちらの対応についても食の安全の一環で我々業務を行っておりま

して、あわせて今日ご報告をさせていただこうと思っております。限られた時

間ではありますけれども、委員の皆様には忌憚のないご意見ご提案をいただく

ようお願いを申し上げて、開会にあたってのご挨拶とさせていただきます。本

日どうぞよろしくお願いいたします。 
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(事務局) 

続いて、本日の出席状況ですが、加藤副会長、小塚委員、すずきもも委員が

Ｗｅｂで出席されております。今成委員、大塚委員、久保委員、山﨑委員、濱

本委員が都合により欠席となっておりまして、会場で出席予定の鈴木委員がま

だ到着されておりません。現時点の出席者ですが、９名。遅れております鈴木

委員含めまして欠席が６名となっております。北海道食の安全・安心条例第 33

条の規定により、２分の１以上の出席をいただいておりますので、本日の委員

会が成立していることをご報告申し上げます。 

なお、小塚委員につきましては、業務の都合により、10 時半ごろ退席をされ

る予定ですので、あらかじめお知らせいたします。 

議事に入る前に、事務局の方から連絡事項です。まず、お手元の配付資料一

覧を参考に、資料の確認をお願いいたします。Ｗｅｂ出席の委員、傍聴者の方々

も含め、不足などあれば事務局にお知らせください。なお、資料番号の無い、

ホチキスどめの資料を配布させていただいておりますが、こちらは事前に委員

の方から送付いただいたご意見です。議事の円滑な進行のため、ご欠席の方を

含め、委員の皆様には可能な範囲で送付いただきました。事務局に届いた順に

つづらさしていただいて、お配りしております。ご欠席の委員のご意見につき

ましては、議事の中で、事務局からご紹介いたします。 

また、本日の次第ですが、事前にご案内したものから変更がありましたので、

ご説明します。次第をご覧ください。委員の皆様には先日ご連絡しましたが、

当初審議予定でした死亡牛のＢＳＥ検査体制につきまして、都合により事務局

からの提案は取り止めましたので、審議事項は本日１件となっておりますので

ご報告いたします。 

 また、最後のその他のところで、先般、道内の家禽飼養農場で発生した高病

原性鳥インフルエンザの対応について、事務局からご報告させていただきます。

それでは、議事に移ります。これからの議事進行につきましては、野口会長に

お願いいたします。よろしくお願いします。 

 

(野口会長) 

はい。それではですね、議事に入りたいと思います。お手元の次第に沿って

進めて参ります。審議に入る前にですね、今年度の審議スケジュール案につい

て事務局から説明をお願いします。 

 

（小谷課長） 

はい、それでは資料１をお手元にお願いしたいと思います。こちらを使いま
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してですね、今年度の審議のスケジュール案説明したいと思います。まず、太

線の中、ここの欄をご覧ください。本日の第２回の委員会になりますけれども、

北海道クリーン農業推進計画の第８期推進計画素案について、皆様から今日は

ご意見をいただきたいというふうに思ってございます。挨拶にもありましたが、

７月に行った第１回目のですね、安全・安心委員会では、クリーン農業をめぐ

る情勢について、事務局から１回ご説明申し上げて、ご意見をいただいたとこ

ろでありますけれども、その後ですね、ここに令和６年の９月から 10 月に、全

道 14 ヶ所で、地域との意見交換会を行いまして、それらを参考に、今回の素案

をまとめましたので、この後説明させていただきます。今日いただいた意見も

参考にですね今後、パブリックコメントですとか、それから道議会でのご審議

もいただきながらですね、計画案にしていく予定としてございます。それから

もう１点、その他の議案の中でですね高病原性鳥インフルエンザの道内での発

生について情報提供を今日は行いたいと思っております。これは資料１の参考

という、この縦の、第５次北海道食の安全・安心基本計画抜粋、この資料をお

手元にお願いできますか。資料の１（参考）と書いた資料の１枚を開いていた

だくとですね。目次がありまして、目次の３、第三部講じる施策の第２に、安

全で安心な食品の生産及び供給というここの欄の２、農産物の安全及び安心の

確保で（3）、ここにですね、家畜伝染病の発生の予防及びまん延の防止という

項目がございますので、これに関する情報として、今日はその鳥インフルエン

ザに関する情報を皆様に共有したいということで考えてございます。資料１に

ついては以上です。 

 

（野口会長） 

 はい。ありがとうございました。資料１とてもよくまとめられて今日の審議

の内容はとてもよく理解できました。それではですね、審議に入りたいと思い

ます。今事務局から説明がありました本日の審議事項１件でございまして、北

海道クリーン農業推進計画第８期素案についてでございます。それではですね

事務局から素案の説明をいただいた後にですね、ご出席の皆さんからご意見を

いただきたいと思います。それではこのクリーン農業推進計画第８期の素案に

ついて事務局の方から説明をお願いします。 

 

(小谷課長) 

 はい。それではですね資料 2－1、Ａ３のこの大きいカラーの紙をお手元にお

願いできますか。北海道クリーン農業推進計画第８期素案についてという紙で

ございます。こちらを使って説明させていただきます。それから、その途中で
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ですね、資料 2－2 という素案の細かいバラバラと字が書いた物、これも後程使

いますのでこれもお手元に置いておいてください。資料の 2－1 です。まず上の

四角の中にですね、取り巻く情勢の変化というのをまとめてありますが、それ

を見やすくグラフなどで表したのが左の欄になります。まず左のグラフの一番

上になりますけれども、こちら、単位面積当たりの農薬と肥料の出荷量の推移

でございます。本道でクリーン農業を始めたのが平成３年、これを 100 とする

と、ずっと右の方に来て令和４年直近ではですね、農薬で５割減、肥料で４割

減ということになっております。ただ、取組当初は順調に減少しておりました

けれども近年ではですね、横ばいの状況が続いておりまして、現在の栽培技術

的にはですね、そろそろ限界に近くなっているのではないかというふうに考え

てございます。 

次のグラフです。日本の年平均気温の経年変化、これを表したグラフです。

これを見ますと、この 100 年で、日本の平均気温、1.19 度上昇しております。

左上にトレンド 1.19 って書いてますけれども、上昇しておりまして、冷涼な気

候の北海道においてもですね、新たな病害虫が発生しやすい状況になってきて

いるといえると思います。次その下です。肥料の輸入価格の推移でございます

が、令和２年を 100 とした場合、現在は為替などの影響からですね、243 と 2.4

倍ということで、高止まりしている状況にありますことから、対外的要因の影

響を受けにくい経営の実現が重要となってきてございます。 

次にその下、１戸当たりの経営面積、こちらを表したものですが、この 10 年

で２倍になっている状況にありますことから、除草などでですね、手間がかさ

むクリーン農業推進するにあたってはですね、省力化が一層重要になってくる

ものと考えてございます。また上の段の右の方に目を移していただきたいんで

すが、国はですね、食料・農業・農村基本これの基本理念といたしまして、環

境と調和のとれた食料システムの確立、これを掲げて、農業の持続的な発展に

つなげることとしておりますし、さらに右の方に書いてありますが、みどりの

食料システム戦略というものを策定してですね、環境負荷軽減に向けたイノベ

ーションを進めるということを国は、こういう意向を示しているところでござ

います。これらの取り巻く情勢の変化を踏まえつつ、真ん中の赤のですね、第

８期計画策定に当たっていただいた主な意見、この欄をご覧ください。ここで

第１回目の安全・安心委員会委員の皆様からいただいた意見ですとか、それか

ら、14 振興局で行った地域意見交換会の主な意見をここに載せておりまして、

それに基づいて策定の方向性こういうポイントで作っていきたいというところ

をまとめたものでございます。 

まず一番最初の括弧のところに、安全・安心委員会でいただいた、黒が安全・
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安心委員会でいただいた意見ですが、クリーン農業の意義とか、それから価値

の共有が重要です。それから地域からは、化学肥料や農薬の最小限の使用と安

定生産の両立について、生産者と消費者双方に理解醸成が必要という意見をい

ただいておりますので、これらを受けましてですね、策定の方向としては、目

を右に移していただいて、クリーン農業に取り組む意義ですとか、環境負荷低

減効果及び経済的な効果等について、改めて明確に記述することとしておりま

す。これは取り巻く情勢の変化でも説明しました、肥料価格の高止まり、これ

についても考慮した対応ということで考えてございます。 

それから次の下の括弧であります。ここで、今のこの策定の方向性を踏まえ

て資料 2－2 をお手元にお願いします。これの資料 2-2 ですね、２ページ目開い

ていただいて、今の策定の方向性に沿って２ページ目の２、クリーン農業の環

境負荷低減効果と、こういう項目を新たに設けたところであります。この項目

を設けて、クリーン農業のこの効果ですねこれを書き分けるようにしたことと、

それから最後の「○」見ていただきたいんですが、最後の「○」では、クリー

ン農業の副次的効果としてということで、資材価格の高騰時に、農業経営の影

響を緩和する効果がある他、肥料散布や農薬散布などの作業を省力する効果が

ありますということを、改めてここでは明記をしているところでございます。

また資料の 2-1 に戻っていただいて括弧の２つめ、前回の委員会では、意見、

生産量を落とさずに環境負荷を低減するには、スマート農業技術が必要です。

それから、クリーン農業も経済的なメリットが必要ではないか。関係者等の理

解を得ながら、価格や価値を理解してもらうことが必要という意見をいただい

てます。地域からはですね、化学肥料や農薬をさらに低減するためには、新た

な技術開発が必要ですと。これらの意見を受けまして、策定の方向といたしま

しては、経営にも寄与する安定した生産と環境負荷の低減に着目しつつ、スマ

ート農業技術についても記述をすることとしております。それから、クリーン

農業に対する理解醸成の必要性を記述したいということを考えてございます。 

これらを受けまして、資料 2－2 の５ページ開いていただけますか。一番にで

すね、１として、安定生産と環境負荷低減の確立と、こういう項目を設けまし

てそこの推進方針として３つ掲げております。１つ目として北海道立総合研究

機構と連携して、クリーン農業技術を開発して先導の農業改良普及センターを

通じて普及をします。２つ目として、スマート農業技術を活用して、作業の省

力化と精密化を推進します。３つ目として、技術の普及にあたっては、必要と

なる経費、労働力及び収入との調和を図る必要がありますと。こういうことを

明記をしてございます。 

また次に、下の方に目を移していただいて、２のクリーン農業に対する理解
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醸成というところの推進方針としてですね、クリーン農業に取り組む意義や必

要性を農業者に発信するとともに、クリーン農産物を購入することで、環境負

荷の低減に貢献することを、消費者や流通業者に周知することにより、クリー

ン農業に対する理解醸成を図るということを明記をしてございます。次に資料

2－1 にまた戻っていただいてですね、いただいた意見といたしまして、括弧の

３つ目になります。地域からの意見として、YES!clean から特別栽培等への移行

も見られ、個々の経営や考え方に沿ったクリーン農業の推進が必要ではないか

という意見。それから２つ目として、国内外の環境負荷低減への流れを鑑み、

他の品目への取組拡大を期待しますと、こういう意見がございます。これらを

受けまして、策定の方向性といたしましては、本道独自の取組である YES!clean

や特別栽培の推進など、多様なクリーン農業の展開を、記述をしたいというこ

とを考えてございまして、３つ目になるんですが、ここでですね、こういう意

見がございますので改めてちょっと説明しますけどもこの資料 2-1 の左下のク

リーン農業の概念図というところにちょっと目を移しいただけますか。この図

が、今現在の北海道が実施しているクリーン農業の概念を示しているもので、

この中では、目安ですけれども概ね目安として、肥料とか農薬を慣行から３割

減らす YES!clean っていうのが、ちょっと濃い緑があって、さらに進んで、こ

れを５割減というそこまでいくと、今度特別栽培農産物表示制度ってこういう

制度になって、さらに進んでもっと、進めて、全く使用しない不使用ですね、

肥料も農薬も基本的には化学肥料も化学農薬も使用しないというのが有機農産

物。こういうような段階になっているのが、北海道で行っているクリーン農業

です。生産者さんがそれぞれの経営方針で、北海道では自分は同じクリーン農

業でもどの程度のものが取り組めるかなっていうところで選べるような、そう

いう構図になっているのが、北海道のクリーン農業というところがこれが現状

でありまして、こういうところを踏まえてですね、今の策定の方向性を踏まえ

て、次３番ですね。2－2 の素案の方の６ページの３番では、YES!clean 農産物

表示制度や特別栽培農産物表示制度の推進というところで、推進方針といたし

まして、北海道独自の表示制度である YES!clean 表示制度に対する理解醸成と、

需要拡大及び特別栽培等を含む多様なクリーン農業の推進に取り組むというこ

とを、推進方針としてうたいたいと考えております。それから次に一番下の括

弧になります。環境保全型農業の推進にあたっては、クリーン農産物の需要喚

起を図っていくことが重要ですという意見をいただいておりますので、策定の

方向性といたしましては、クリーン農産物の販路拡大に着目し、輸出について

記述をしたいというふうに考えてございます。これを受けて、素案の方では、

７ページ目になりますが、５として、クリーン農産物の販路拡大という項目を
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設けまして、推進方針といたしましては、クリーン農産物の生産を通じて、輸

出先国の農薬の残留基準等の規制に対応できる産地づくりを推進する。また、

農産物の輸出に必要な認証の取得を推進するということを明記してございます。

以上が素案の説明になります。 

さらに、資料の 2－3 というのをお手元にお願いできますか。Ａ４カラーの資

料 2－3、こちらをお手元にお願いいたします。こちらはですね、先ほど説明い

たしました施策の推進方針、５つの柱にそれぞれの取組効果を検証できるよう

にですね、目標指標設定することといたしまして、まず１つ目の、安定生産と

環境負荷低減の両立、こちらではですね、単位面積当たりの化学肥料、それか

ら農薬使用量としたいと考えてございます。第７期のときには、第７期のちょ

っと順番入れ替わってますけれども、第７期、前回の計画では、ブルーの方の

２番のところに、クリーン農業技術の開発と普及というこちらの、項目があっ

て、ここの目標指標としてですね、環境保全型農業の取組割合というものを指

標としておりましたけれども、この調査自体をですね国がやめてしまったとい

うこともありますので、これに代わるものとして、単位面積当たりの化学肥料、

農薬使用量、これを指標にしたいと考えてございます。次２つ目です。クリー

ン農業に対する理解醸成、こちらではですね、クリーン農業の環境負荷低減効

果を学んだ児童生徒数としたいと考えてございます。これは来年度以降、主に

札幌市内のですね小中学生を対象に YES!clean 農産物を使った給食の提供を考

えてございまして、その際に、栄養教諭を通じてクリーン農業についての説明

を行うこととしておりますので、ここに参加してもらった児童数、これを目標

としたいと考えております。今のところ、年間ですね２万人程度の、児童さん

に参加していただく予定としてございます。第７期のときには、一番になりま

すけれども、北海道クリーン農業サポーターの獲得ということで掲げていたん

ですが、より対面での説明をですね、丁寧に行えるということを重視して、今

回の指標を考えたところでございます。３つ目です。イスクリーン表示制度や、

特別栽培農産物表示制度の推進では、YES!clean と特別栽培農産物の作付面積

を合わせたものとしたいと考えてございます。前回、今まではですね、YES!clean

だけの面積を指標にしてたんですけれども、今年度から独自に道が調査を行っ

てですね、特別栽培農産物の面積も把握できるようにすることにしましたので、

合わせた面積を把握することによって、さらに今までよりも精度高くですね、

クリーン農業の広がりが把握できるものと考えております。４つ目、有機農産

物の生産拡大では引き続き、有機農業の取組面積としたいと考えてございます。

５つ目です。クリーン農産物の販路拡大、こちらではですね、国際水準ＧＡＰ

の取得数を掲げております。輸出に取り組む多くの場合は、この国際水準ＧＡ
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Ｐの取得を求められたりとか、それから国内流通においてもですね、大手と取

引を開始する場合には、国際水準ＧＡＰの取得を条件にされる場合も多くござ

いますので、販路拡大の目安として、国際水準ＧＡＰの取得数としたいという

ふうに考えたところでございます。目標指標の考え方は以上です。私からの説

明は以上です。 

 

(野口会長) 

ありがとうございました。それでは委員の皆様から意見をいただきたいと思

います。それでは途中退席を予定されている小塚委員からですね。今のご説明

に対するご意見ご質問を伺いたいと思います。小塚委員お願いします。 

 

(小塚委員) 

 先ほど、クリーン農業に対する理解の醸成というところで、栄養教諭が児童

生徒に対しての指導というか教育をしていくというようなお話があったかと思

うんですが、栄養教諭自体がこの YES!clean 農業というものをどのくらい理解

しているものなのかというのが気になりました。その辺の栄養教諭に対しての

教育というのはどういうふうにされているものなのでしょうか。 

 

(野口会長) 

 説明いただけますか。 

 

(小谷課長) 

はい。ありがとうございます。こちらですね、来年度から新しく取り組む事

業でですね、実際にこの事業で、そこの取り組む学校といろいろ下準備で今話

はしてるんですけれども、実際にそこで取り組むことがお互いに了承していた

だければですね、その前に事前に行ってクリーン農業とはこうですとか、北海

道の取組はこうなんですっていうことを、事前に栄養教諭さんに私どもの方か

らお話をさせていただいて、それでご理解をしていただいてこの事業に入って

いくというようなことを考えておりますので、事前にその時間は十分に設けた

いと考えているところでございます。 

 

(小塚委員) 

であれば、これはすり合わせがうまくいったところに対して、まずやってい

くというような感じでよろしいですか。 

(小谷課長) 
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 そうですね。実際にここの意義とか、それから手間とかこういうこともご理

解いただいたところに行っていただくというふうに考えております。 

 

(小塚委員) 

 はい、ありがとうございます。 

 

(野口会長) 

小塚委員他ございませんか。よろしいですか。 

 

(小塚委員) 

はい。大丈夫です。 

 

(野口会長) 

 ありがとうございます。それでは続いてですね、欠席の委員の方からのご意

見ご質問について、事務局からコメントをいただきたいと思います。それでは

お願いします。 

 

(小谷課長) 

 はい。今日欠席いただいている委員の先生方からもですね、何点か質問いた

だいて、ご意見いただいておりますので簡単にその説明とお答えしたいと思い

ます。まず、久保委員の方からは、クリーン農業推進には生産者に対するイン

センティブが不可欠と考えてますいかがですかということです。こちらですね、

すでに国の方は、農業者のインセンティブとなります直接支払い制度を設けて

おりまして、環境負荷低減に取り組んでいる方には直接お金が出るような仕組

みになってございます。さらにですね、道としてはこの制度自体のですね、も

う大体皆さん知ってると思うんですけれどもこの制度がもっと使いやすくなる

ようにということで国の方にですね、地元の財政負担ってのが若干あるもんで

すから、そういうものをもっと軽減して欲しいとか、事務負担を軽減して欲し

いということを国に要請してる状況でございます。 

 それから、久保先生２つ目ですね、生産者に直接働きかけるものではなくて

も、クリーン農産物を扱うことが、流通から消費までの経路のあちこちで有利

に働くような仕掛けを、小さいところから仕掛けていくのはどうでしょうかと

いうご意見いただいております。はい。そのとおりだと思います。そういうこ

となので、実際に道の事業としてもですね地域の農産物直売所等ですね、こう

いうところを通じた、いろんな取組をしていくことを考えてございます。  



10 

 

それから山崎委員からは、クリーン農業に対する理解醸成とありますけれど

も、それは皆さんわかってますよねと、実際に取り組まないまたは取り組めな

い理由があるんじゃないでしょうかということでございます。YES!clean がで

すね、若干伸び悩んでるというところあるんですが、これは団体での登録を要

件としてございまして、構成員の中で一部離農されてしまって、取組ができな

くなるような団体もあるというのは、確かに把握してございます。その部分で

すね、実際に YES!clean に取り組めない方はまた違う形、個人でも取り組める

ようなものと、そういうことでちょっと誘導していきたいなというふうに考え

ているところでございます。 

 それから、山崎委員２つ目ですね、特にクリーン農業サポーター数の達成状

況、計画よりかなり少ないけれども、その理由、それから何が足枷になってま

すかということで、このクリーン農業サポーターっていうのはですね、セミナ

ーとか体験講座を通じて、クリーン農業への理解を得られた方々を認定するも

のでございまして、大体イベントで皆さんにお声掛けをしてるものです。ちょ

うどコロナがあってですね、イベントができなかったんで、ちょっとサポータ

ー数が伸び悩んでるということがございます。ただ、今年になりましてからは

順調に、またいろいろイベントできております。 

 それから次に、山崎委員の鳥インフルエンザの関係はまた別途お話をさせて

いただきたいと思います。 

 今成委員からですね、色々前段があって後段ですね、生産者、消費者双方の

理解浸透に向けた取組や、費用削減に繋がる新たな技術の開発、普及に向けた

取組について、第８期計画に十分に反映していただきたいということなもので

すから、このご意見の趣旨を十分理解してございますので、計画に盛り込んで

参りたいと考えてございます。はい。私から以上です。 

 

(野口会長) 

 はいありがとうございました。以上ですね、小塚委員それから欠席の委員か

らのご質問について答えていただきました。ありがとうございました。それで

はですねこれからご出席の皆さんのご意見、ご質問をお伺いしたいと思います。

今回も、今までの会議同様ですね数名ずつに区切ってご意見をいただいて、区

切りごとにですね、事務局から、ご質問コメントに対するご意見をですね、お

考えを求めたいというふうに思います。なおすべての出席委員からのご意見を

いただきたいのですが、ご発言はお一人、３分程度でお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。まず、農業者、それから多少分野違いますけども生産

現場の立場からですね、町村委員、菊谷委員からご発言をお願いしたいと思い



11 

 

ます。それではまず、町村委員お願いいたします。 

 

(町村委員)  

 いただいた部分でですね、私自身は、すでに欠席されてる委員の方々から出

てる質問等に一部重なるところがありましたので、そこは省かせていただきま

すけれども、資料 2－1 のですね、ピンク色の部分で一番下の括弧の需要喚起の

部分で、販路拡大について着目し輸出について記述ということで資料 2－2 の方

で、素案では、販路拡大に関して輸出について、中心になっておるわけなんで

すけれども、実際の販路拡大を考えた場合には、輸出の方もちろんあり得ると

は思うんですが、やはりメインはやっぱ国内消費が中心でありますので、そこ

の部分についての書込というものが、やはり最初にあってもいいんではないの

かなというのが私の印象であります。検証の仕方としても GAP の認証の数を指

標として据えるというのは、考え方の１つとしてはあるのか、それは国内販売

においてもですね意味のあることだと思いますのであると思いますけれども、

方針の部分について、輸出に振ってしまったような内容になってますので、や

はり国内消費、むしろやはりそちらが中心だと思いますので引き続き、そこの

部分の書込があっていいんではないのかなという部分であります。  

あとこれはいかんともしがたい部分かと思うんですけれども、前からちょっ

と思ってることとしては、YES!clean 農産物と、特別栽培農産物、その次に有機

農産物となってるわけなんですけれども、YES!clean は北海道独自の取組と言

うんでしょうか、ということなんですが、一般のあまり知識のない方がこの部

分を聞くと、特別栽培よりも YES!clean の方が優位というか、農薬の低減だと

か、クリーン度が高いんではないかという印象を持つような表現だよなという

ふうに前からちょっと思っておりまして、これ、特別栽培は国が定めた制度で

ありますので、この文言をどうにかいじるっていうのはなかなか難しい話かも

しれませんけれども、これは国への働きかけ等も必要かと思いますが、特別栽

培に関してもですね、適切かどうかわかりませんけども準有機農産物であると

か、そういう名称をですね与えるなどした方が、単純な部分の話でありますけ

れども、一般の方々には、よりクリーン度が高い農産物であるということが理

解してもらえるのではないのかなと。特別栽培は毎回言われてることですが非

常にちょっとわかりづらい表現でありますので、これ今回の内容とちょっと趣

旨違う、異なる部分あるかもしれませんけども、ちょっと私の感想を述べさせ

ていただきました。以上です。 

 

(野口会長) 
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 はい。ありがとうございました。続いて、菊谷委員ですね、お願いいたしま

す。 

 

(菊谷委員) 

 はい。漁連の菊谷です。おはようございます。資料、一通り見させていただ

きました。化学肥料や、農薬による環境負荷っていうのは畑だけの問題ではな

かろうと、私どもが生業とする海にも少なからず影響しますので、クリーン農

業、大いに推進すべきことというふうには考えてございます。しかしながらで

すね、既存の慣行農法との併用においてですね、今以上に推進していくっての

はなかなか難しいことなんだろうなというふうにも考えます。収穫効率や経済

性、食料自給等の問題からですね、慣行農法を完全に否定することはできない

だろうというふうにも思います。このような状況において、クリーン農業を推

進していかなければならないんですが、町村委員のご発言にもあったとおり、

まずマーケットの確立がですね非常に重要であろうと。価格差があるのは歴然

としても事実でございますんで、これをどうマーケットで受容していただいて、

受け入れていただくかというのが大事な問題なんだろうというふうに思ってま

す。資料の方にもですねクリーン農業の販路拡大とございますけども、しかし

ながら記載内容がですね、やや弱いのかなというふうに個人的には考えます。

具体的にはですね、ただ漠然と輸出するとか、販路拡大するとかそんなことで

はなくて、何の種を農産物、ターゲットを絞って、どこにどうやって売ってい

くのかというふうな具体的なですね、施策が必要ではなかろうかと、いうふう

に考えた次第でございます。私は以上でございます。 

 

(野口会長) 

 はい、ありがとうございました。２人の委員からご質問、ご意見をいただい

たところでございます。今のご意見について事務局からコメントをお願いいた

します。 

 

(小谷課長) 

 はい。ありがとうございます。町村委員からは、この最後の販路拡大の部分

がですね、ちょっと輸出に振っている、おっしゃるとおりこの表現は確かにそ

うですね。表現の仕方ですね、これ本当に素案なものですから、新しい部分に

着目してということで、輸出を前面に出して書いたんですが、おっしゃるとお

り、まずは国内っていうのはそのとおりだと思いますので、そこの表現ぶりは

ですね、ご意見を踏まえて、国内もきちんと分かるような書換は考えていきた
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いと思ってございます。 

それから特別栽培表示制度に関するご意見に関しましては、ご意見としてた

まわりたいと思ってございます。 

それから菊谷委員からいただきました、やはりそこの部分の販路拡大に通じ

るいろんな周知ですとか、取組ですね。確かにですね、その価格差の部分も、

我々もそこ価格差分による価格形成ということで国も基本法の中でしっかり、

かかる部分はコストに上乗せをした価格をきちんと話し合いでつけていきまし

ょうということを言ってることもあるんで、そこの価格形成の部分はもう少し、

確かにわかりやすく、書き込んだ方がいいかなというふうに思いますので、そ

この部分も検討させていただければと思います。 

それから、よりもう少しターゲットを絞って具体的にということで、この販

路の拡大の部分はですね、なかなか難しい部分ではあるんで、どういう表現が

適当なのかって今、直接すぐはお答えはできませんけれども、その部分もです

ね、より具体性を持ったものとなるように検討させていただければと思います。 

 

（野口会長） 

はい、以上が事務局からの見解でございますけども、いかがでしょうか、よ

ろしいでしょうか。はい。ありがとうございます。それでは続いてですね、消

費者の立場からお願いします。小野委員、犬島委員からですねご発言お願いし

たいと思います。まず小野委員お願いできますか。 

 

(小野委員) 

 はい。私たちはもう本当に消費者は、野菜を見た目ではわからないので、そ

このところ先ほどからも、道民に浸透する方法ということで、言われていると

思いますので、そこら辺を、本当に身近なところから、皆さんが出向いて説明

してくださるような方法ですね。私どもは毎年消費者大会とかやっております

ので、100 名とか集めることができますので、そちらの方でお願いしたら出向い

て、わかりやすく、そういう説明をどんどんしていっていただければ、大変消

費者も少しでも、わかってもらえるんではないかなというふうに思います。  

先ほど、栄養教諭の関係で札幌だけに絞ってのなんかご説明だったと思うん

ですけれども、栄養教諭は全道に全部おりますので、やはり一緒にみんなが理

解して、YES!clean を理解していって欲しいので、全道の研修って１月にあるん

ですよね毎年。そういう 500 人も集まる会場が札幌でありますので、そういう

ところできちんと説明なり何なりをして、その札幌だけでなくて、全道の栄養

教員が、やはり生徒に地産地消というのを今やっておりますので、そういうと
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ころを理解して、そういう品物を使えるように努力していただきたいなと思い

ます。札幌だけじゃなくてやっぱり全道的に、みんなが栄養教諭がそういうも

のを知るっていうことは必要だと思いますので。私も衛生管理で、各学校回る

こともあるんですけど消費者としてもですけど、やはり小さいところのセンタ

ーでは、この農産物たくさん学校給食では使いますが、なかなか手に入らない

というか、お店がですね例えば倶知安の場合でしたら、昔、私がやってる頃に

５軒とか６軒あったんですけれども、今、八百屋さんて２軒しかないんですよ

ね。なかなか購入できないっていうのもありますので、そこら辺もいろいろ調

べながらアンケートをとりながら、この農産物をもっともっと普及できればな

というふうに思います。以上です。 

 

(野口会長) 

 はい。ありがとうございました。続いて犬島委員お願いします。 

 

(犬島委員) 

 コープさっぽろ犬島です。丁寧なご説明ありがとうございました。消費者と

しては、環境に対する意識は、多分消費者の中で年々高まってきてると思うん

ですが、それとなかなか農産物が結びついていないのかなという印象を持って

います。消費者が選ぶことで環境にやさしいというかそういうふうに簡単にイ

メージができるようになれば、もうちょっとこう手に取ってもらえたりするの

かなっていうふうに感じました。先ほど町村委員がおっしゃったんですけどク

リーン農業の概念図というところなんですけど、これ私もやっぱりわかりづら

いなと思ってまして、有機だとね使ってるか使ってないかっていうこの区別は

わかりやすいんですけど、この３割減とか５割減とか消費者にとってはとても

わかりづらくて、YES!clean のマークとかもシンボルマークあったりしますけ

ど、何か知る人ぞ知るみたいな感じになってて消費者に届いてないんじゃない

かなっていうところが、正直な感想です。これをわかりやすい方法で広めるこ

とは、情報発信の強化が必要だと思います。そちらをちょっと強化していただ

ければと思います。あとは、価格については手に取りやすい価格であることは

もう本当に重要だと思ってます。クリーン農業に対する理解醸成ということで、

子供たちに教育をしていくということは大変すばらしいことだと思うんですが、

そのあとせっかく知る機会があっても手にとることができなければ意味がない

のかなと思いますので、価格設定だったりとか何か補助的な支援なんですかね、

何かそういうものがあると良いのかなっていうふうには感じました。これが広

まっていくことで北海道の地域の活性化になっていけばいいのかなというふう
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には思っています。以上です。 

 

(野口会長) 

 はい。ありがとうございました。ただいまの２人の委員の方々の質問に対し

て、お願いします。 

 

(小谷課長) 

 はい。ありがとうございます。小野委員からですね、せっかくこういう栄養

教諭の集まりとかもあるからということで、ありがとうございます。ぜひそう

いう場をですね、我々も、よくわかってなかった部分もあるんでですね、ぜひ

そういう場を利用させていただいて、こういうのを周知するような場として使

わせていただければと思いますので、またちょっとこれは追々ご相談させてく

ださい。それから、やっぱり同じようにですね、犬島委員からも、消費者に伝

わりにくいよねという。小野委員も今うなずいていただいてますけれども、す

ぐ伝わりにくいっていうのは、確かにそれをずっと課題として思っております

ので、そこの部分で、よりわかりやすいっていうのをまず道の制度の YES!clean

から始めようか、それを子供たちにお知らせして、子供たちにお知らせすれば

親にもというところで今こういうことを考えたんですけれども、さらにですね、

もっといろいろ検討させていただいて、それぞれ YES!clean だけじゃなくて特

別栽培、この辺のこともきちんと伝わるように、周知の部分に関してより深め

て参りたいと思っております。これ案を作る段階までにまたいろいろ深めてい

きたいと思ってございます。それからやはり、こういうことを知った上でもま

た、農産物が並んでないとか、YES!clean の農産物が並んでないとか、並んでて

も、それはクリーンとして表示されてないとよくわからないっていうこともあ

るもんですから、その辺はやはりクリーン農産物の作付を広めていって、より

需要にこたえられるだけの農産物が出るようにということで、そこはやはり取

組拡大をしていきたいというふうに考えてございます。はい。以上です。あり

がとうございました。 

 

(野口会長) 

 はいありがとうございました。小野委員、犬島委員よろしいでしょうか。 

 

（小野委員） 

やはり出てきていただいて、講演とかやっていただけるっていうことはでき

ないんですかね。少ないところから周知すれっていうからこちらで人を集めた
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ら。 

 

（野口会長） 

なるほど。 

 

（小谷課長） 

お声掛けいただければ。はい。お伺いいたしますので。はい。 

 

（小野委員） 

わかりやすく。よろしくお願いします。 

 

（小谷課長） 

はい。かしこまりました。ありがとうございます。 

 

（野口会長） 

はい。それでは続きに移ります。次はですねお仕事で、消費者と接する機会

の多いと思われます、加藤副会長、すずきもも委員からのご発言、お２人とも

Ｗｅｂですね。加藤副会長、聞こえてますか。 

 

(加藤副会長) 

 はい。聞こえております。 

 

(野口会長) 

 それでは、すいませんお願いいたします。 

 

(加藤副会長) 

 北海道クリーン農業推進計画を全体を読ませていただいて、とてもすばらし

い計画であるというふうには、この会議に出席させていただいて、初めて知っ

たというような状況で、実は私の周りにいる人たちにも、YES!clean 表示、それ

から特別栽培農産物表示、この違いを知ってる人は本当にほとんどいなかった

というのが、実は現状でした。勉強不足なところで本当に申し訳ないんですけ

れども先ほどから、やはり各委員から出ておりましたように、消費者にとって、

この YES!clean 農業で、農産物をより消費者に知ってもらうっていうことが、

先ほどから出ていた、消費拡大、販路拡大、そして価格形成にも繋がっていく

というふうにも思いますので、やはりそのあたりの仕組みづくりをもっと強化
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すべきではないかなというふうに思ったところです。 

 もう１点はですね、教育現場の方に、クリーン農業の理解促進を図るために、

札幌市から始めるっていうことも、コアとして、アタックしやすいところから

っていうところで始められるんだと思いましたが、小野委員がおっしゃるよう

にやはり全道にこれを、内容を広げていっていただければなというふうに思い

ました。ただし、教諭ごとでですね、購入物を簡単に選定できるというもので

はなくて、やはり教育委員会をもう通されてるのかもしれませんけれども、札

幌市でしたら札幌市教育委員会そして道教委の給食担当のところを通して、や

はり一斉にある程度こういうものを、北海道として取り組むんですっていうよ

うな内容の意思表示をした上でですね、進んでいかなければ、幾ら栄養教諭に

広報をかけても、栄養教諭が簡単にそれを購入できるっていう仕組みでは、特

に札幌市内では簡単には、購入できないというふうに思いますので、そのあた

りは組織、北海道さんですので、道教委さんとはもうスムーズに動けると思い

ますし、それから札幌市教育委員会とも、そういった辺りは組織を通じて、ぜ

ひそういった内容を、今日、食育としてですね、進めていくためには、そうし

て、栄養教諭に動いていただくためには、そういった全体の流れでですね、取

り組んでいただければというふうに思いました。私からは以上です。 

 

（野口会長） 

 はい、ありがとうございました。それからすずきもも委員お願いします。 

 

（すずき委員） 

 はい。私の意見としては、もう皆さん、おっしゃってくださってますけれど

もやっぱり YES!clean の位置付けがよくわからない。それと 30 年たって、

YES!clean って一体どういう、何を指してるのかっていうことがわからないで

すね。今、オーガニックとかエコとか、いろんな言葉は浸透してると思うんで

すけれども、何がクリーンなのかっていうのは、ちょっとわかりづらくて、そ

こはいろんな解消法があって、皆さん子供に教えていくっていうこともあった

と思うんですけれども、もし子供に教えるのであれば学校給食も、例えば

YES!clean にしていくとか、オーガニック給食っていうまではいかないけれど

も、知識だけじゃなくてちゃんと食べてっていうところまでやって欲しいなと

いうふうにちょっと思います。そうですね。私が今思ったのはその辺でしょう

か。 

 はい。あとスマート農業については、ちょっとこの間取材した 30 代の若手農

業者が、自分の耕作面積としてはちょっと大きなトラクターとかを購入して、
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地域の高齢化している農業者の、例えば収穫のお手伝いに行くとか、様々な取

組をしていて、これからの若手農業者には、スマート農業っていうのはすごい、

地域にとってもいいことなんじゃないかなっていうふうにちょっと思ったので、

ぜひ推進していっていただきたいなと思いました。以上です。 

 

(野口会長) 

 はい、ありがとうございました。それでは加藤副会長、すずき委員からです

ね、御発言に対してコメントお願いします。 

 

（小谷課長） 

 あ り が と う ご ざ い ま す 。 ま ず 加 藤 様 か ら い た だ い た 、 ま ず は や っ ぱ り

YES!clean なかなか、わかりづらいですよねっていうことなもんですから、ここ

の部分はですね、後のすずき様もこれいただいた部分でありますけれども、し

っかり、また引き続き考えていきたいというふうに思ってございます。先ほど

私の説明で足りなかったのかもしれませんけれども、子供たち札幌市内の子供

たちに栄養教諭さんを通じていろいろお話をしていただくと同時にその時に、

給食でですね、YES!clean 農産物を出してもらって、その時にそれを食べながら

これをこういうふうに作られて、こういうことに気をつけられて作ってもらっ

てるんですよねっていうようなですね、一連のそういう流れを考えた事業でや

っていきたいというふうに思っているのが、先ほど紹介した取組であります。

ただそのとき単発で、ずーっと YES!clean 農産物を給食に使ってもらえるかど

うかってのはまた、なかなか容易な話ではないんでですね、その辺はまた考え

ていかなければいけないかなというふうに思っております。 

それからあと、加藤副会長からいただいた、その時に市と道教委と話をして

ということで、はい。そのとおりだと思いますので、ちょっと事前にもう市教

委とも話をしてですね、札幌市内ではそういうことでやっていきましょうとい

うことで話はついているんですけれども、ただこれをまた他の地域とかにも広

げるにあたっては、また、緻密な連携をですね図っていきたいというふうに考

えてございます。それから、すずきもも委員からのスマート農業の推進ですね。

実際に、最初にもちょっとお話しましたけれどもこのクリーン取組につきまし

ては、やるとやっぱり手間がかかってくるっていうのがこのクリーン農業の１

つの特徴でもありますので、そこの部分は、クリアするにはスマート技術の導

入というのが欠かせない部分だと思っておりますので、ぜひそのスマート技術

は、しっかり取り組んだ上で、このクリーン進めていきたいなと思ってござい

ます。はい。私からは以上です。 
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(野口会長) 

 はい、ありがとうございました。お２人の委員の方よろしいでしょうか。は

い、わかりました。ありがとうございます。それでは続いてですね、研究者の

立場から、池田委員、それから鈴木委員からご発言をお願いいたしたいと思い

ます。まず池田委員のご意見はですね意見書つづりの４ページからとなってお

りますので、それを見ながらですね、ご意見お聞きいただければと思います。

鈴木委員お願いいたします。すいません失礼しました。池田委員お願いします。 

 

(池田委員) 

 ありがとうございます。意見書に書かしてもらったことは、割愛させていた

だきます。目を通していただければありがたいです。で、会場で聞きながら、

幾つか思ったことを今述べさせてもらいたいなと思います。 

資料の 2－1 はですね、５番、第８期計画素案の５つ目の項目の、輸出国の農

薬残留基準に対応できる産地づくりと、これ、残留農薬だけは皆さん想定され

てるような書き方ですけども、世界的にはもう PFAS とかもですね、規制が入る

という段階に至っております。ＥＵでは多分素案ができて研究者レベルでは、

どの程度の濃度、農作物ですね、特に肉や魚ですね。ＥＵの研究では魚に非常

に汚染があると、PFAS 全体の話ですけども。あと肉もそうですね。普通の POPs

（Persistent Organic Pollutants：残留性有機汚染物質）系ポップス系ですね

難分解性で毒性のある、厄介な汚染物質とは違って、非常に筋肉にたまるって

いう特性があると PFAS はわかってますので、そういう肉食ですね魚食とか肉食

への産業への影響が規制によって大きく変わってくる可能性が今後があるかも

と。あと、この資料 2－1 の中でついでに言いますとあと、クリーン農業の概念

がやっぱりわかりにくい。僕も、今までこの１年半ずっと参加さしてもらって

確かに皆さん言われるとおりだと。１個ですね僕からの提案としては、有機農

業も含めてですね減農薬栽培とか減化学肥料、減農薬、減化学肥料、減化学農

薬ですかね、化学肥料と化学農薬を減らして栽培すると、作物一般全部が全部

同じような難しさではないんです。例えば稲とか大豆とかですね、非常に有機

栽培でも慣行並みの収量に近いものが得られる、品質もですね。一方で野菜で

言えばセロリとかですね代表的なもの、高温で特に大変ですけども、あと日本

国内では特に果物、世界的にも、りんごなんかは有機栽培はなかなか難しいと

言われてるのがわかってるので、そういう有機栽培とか減農薬栽培の難易度を

ですね、この、クリーン農業の概念、うまく落とし込んでいけば、説明はしや

すくなるんじゃないかと。最後はやっぱり、３割減だけども頑張って農家さん
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が作ってくれているんだよと。農家さんの努力というものと、そういう作物と

の対応付けを指してですね、消費者にもうまく伝わるように説明すれば、この

クリーン農業の概念そのものは非常にいいことだと思いますので。すべてのも

のがうまくいくというわけじゃないです、今のところ。逆に意見書にもこれ書

かしてもらったんですけど、そういう３割とか５割減しかできないようなもの

については、道総研中心に、我々北農研もそうですけども、減農薬、減化学肥

料の農業技術もそういう作物を中心に、研究開発進めていただきたい。そうす

ると一応ロジカルとしては通るんじゃないかなと。 

 あとですね意見書のごめんなさい。資料の 2-2 の２ページの項目の２はクリ

ーン農業の環境負荷低減効果ですね。ここの一番最後の○のところですね、副

次的効果ということで説明されておられたんですけど、これはここにですね、

できればですね、いいことしてるのでこれは国際食料の安全保障に繋がるわけ

ですね国のですね。そういう海外国外の資源への依存を減らすと、化石燃料と

かエネルギーですよね。そういうことによって循環的な農業を推進することに

よって生産者にとっても国民全体にとっても、リスクヘッジになると。緊急の

時にこういう技術を拡大、利用できるわけですから、生産者も守るし国民全体

消費者全体を守ると。そういう政策なんだよということをもっと積極的にこう

いうとこに入れたらいいんじゃないかなと思います。あとこの資料 2－3。右側

の緑の方のクリーン農業。ここはないですごめんなさい。あと、ちょっと全体

的に聞きながら思ったものについて、あと意見書では、足りなかったかなと思

うことと、３つほど言わしてもらうと、１つは、先ほど、資料の 2－1 のとこで

言いましたけども下水汚泥を使うようになるとですね、当然人間とか地下水で

すね、特に PFAS なんかは地下水汚染が非常に進むと言われてますし、あと下水、

都市下水汚泥で、日本はほとんど研究されてませんけども世界的には日本除く、

中国とかインドとかですね、主要先進国も当然、含めてですね都市下水汚泥に

は PFAS がものすごく入ってると、地下水汚染のリスクがあるというのはわかっ

てきていますので、当然人に対する影響もそうですけども、家畜ですね特に牛、

夏場は自分の体重の 10 分の 1 ぐらいの水を飲む。どれぐらいの期間かと言いま

すけれども、だんだん長くなってきてますよね。北海道でも、十勝なんかでも、

ものすごい暑い時期が長くなってきてるんで大量の水を飲むはずです。そうす

ると水溶性の汚染水、PFAS は疎水性なんだけども低分子化すると水溶性にもや

っぱりなります。かなり水の中に溶けて水と一緒に移動するんで身体に取り込

まれる人とか動物とか。なので、そういうところで、体に蓄積っていうリスク

が増えてくるので、もうそういう視点もちょっと注意して、そういう化学物質

ですね、いくつか候補はわかってるので、国際的な研究も幾つも出てます。ど
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ういう下水汚泥とか地球規模の汚染物質がどういう毒性とか残留性があるかと、

こういうところを注意しなくちゃいけないよという化合物群で、いくつか候補

が出てきてるので、そういうものを中心にしたモニタリングみたいなのも徐々

にですね、国から言われて動くというのもあるんですけども、道民を守るため

にですね、積極的に手を先に打って、可能な範囲で売って、せめて勉強ぐらい

はしといていただきたいと。 

あと、今日のいただいた資料の中には見えなかったんですけど、僕が事前に

いただいた中で一番、これ問題かなと思ったのは経費とですね技術開発するに

あたって、農業技術はですね、経費と収入のバランスをとると。それはまさに

徴税者の立場、視点からの発想じゃないかなと。もし自分が生産者だったら経

費は最小限に抑えますよね。なので、これはやっぱり、道民とか生産者に対し

て使う、悪意はないとは思うんですけども、ちょっと考えてもらったら僕はい

いんじゃないかなと、すごく今の資料の中で一番思った点です。 

あと輸入飼料もそうですね。だから一番怖いシナリオとしては、自国で自国

の家畜には使えないようなえさを日本に輸出すると。規制のない国に輸出する

いうことが増える可能性がある。なぜかというと下水汚泥は世界中に、実は日

本は下水汚泥そんなたくさん使ってないです。世界的な規模でたくさん使って

るのは当然欧米とか、カナダとかですね、オーストラリアもかなり使っている

んです。だからこそ、彼らの国は下水汚泥の研究とか安全性研究がすごく進ん

でいるんですけども。そういう輸入飼料の中にはその下水道で使った当然えさ、

飼料作物も入ってきますので、そういうものを食べさせて、それを日本から海

外に輸出するとなったときに、自分は入れたこともない、使ったことがない化

学物質が、汚染物質として引っかかってくるようなリスクも考えられるので、

足元すくわれないようなですね、そういう切り換えもしてもらいたいな、そう

いう研究体制とか行政の体制も、一応取っといて欲しいと。生産者、日本の信

頼が一番失われてしまいますので。 

 

(野口会長) 

 はい。ありがとうございました。本日鈴木委員は欠席のようですので、それ

では事務局からコメントお願いします。 

 

(小谷課長) 

 はい。ありがとうございます。PFAS などの件、特に PFAS の件に関してはです

ね、ご意見としてですね賜りたいと思います。それから池田委員からずっとい

ただいてる下水汚泥に対する懸念ですね、こちらの部分に関しては、もともと
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の安全・安心委員会の方でもですね、ずっとリスクコミュニケーションでいろ

いろ意見交換していきたいと我々も思っておりまして、ちょっと今年度に関し

てはですね、こういう計画があったので、ちょっと議題として取り上げられな

くて大変申し訳ないなと思っておりますけれども、その部分は私ども、非常に

重要な問題だというふうに思っておりますので、来年度以降になるかもしれま

せんが、そこはしっかり、リスクコミュニケーションを図っていく 1 つの議題

として考えておりますので、はい。アドバイスとして承りたいと思います。 

 

(池田委員) 

 ぜひ海外視察、特に北海道と農業関係機関、オーストラリアとかニュージー

ランドとか、あとやっぱりヨーロッパですよね、カナダ、アメリカの農業地帯、

そういう方々のところで、そういう下水汚泥の利用と、彼らの国は社会的な規

制、下水に入る前の段階でもう PFAS とかの規制をし始めているんですね。なの

で下水に入ってしまったものをどうするかじゃなくて、下水に入ってしまって、

手に負えないものはもう社会的に生産とか、使用を規制すると。そういう方向

で、世界的には動いていると、理解してもらった方がいいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

(小谷課長) 

はい。それからあと、実際そのクリーン農業に対して、そこのクリーン農業

に取り組みやすい作物と、そうでないものがあるという、そこに差異があると

いうところですね。そこもそのとおりだと思いますので、実際に我々がこうＰ

Ｒしていくにあたってですね、その部分も、そういう観点も入れて考えていき

たいというふうに思ってございます。 

それからあと、この表現の具体的なアドバイス等、ご意見といたしまして、

副次的効果の中に、そういう肥料や農薬等を減らすことっていうのは、よその

経営的にもリスクヘッジになるんじゃないかと。確かにそのとおりだと思いま

すので、表現ぶりはどうなるか今後検討ですけれども、その部分をですね、検

討していきたいというふうに思っております。 

それから、もう１点、そうだなと思ってる表現でですね、技術導入によるこ

こですね。Ⅲ番の施策の１番の安定生産と環境負荷低減の両立の資料 2－1 にも

書いてあるんですけれども、2－1 のⅣ番の１番の柱の四角の３つ目に、技術導

入により係る経費と収入との調和が必要ってこれちょっと表現が誤解を招くな

というふうに思います。我々もですね、決してほぼほぼイコールにすることが

重要ということではなくて、当然生産者さんの 
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(池田委員） 

負担が大きくならないように 

 

(小谷課長) 

負担にならないように、それから、きちんと経営として成り立つように、儲け

が出るようにっていう意味で書いたんですけれども、調和という表現がですね、

誤解を招くようなので、ここ訂正したいと思ってございます。ありがとうござ

いました。 

 

(池田委員) 

ありがとうございます。 

 

(野口会長) 

 はい。ありがとうございました。それでは今日本日ご出席の委員の方々全員

にですねご意見いただきました。本当に皆さんありがとうございました。 

最後に私野口からもですね、少し私は感想になりますけども述べさせていた

だきます。 

まず本当にですねこの北海道クリーン農業推進計画第８期、本当に私自身は

ですね、よくまとめられてるというふうに感じましたところです。網羅的で、

また本当に推進すべき内容項目をですね、きちっと整理されているというふう

に理解したところです。もう今でも北海道のクリーン農業推進というのは、日

本、世界を先立ってですね実施したと非常にユニークであり、また先進的な取

組だというふうに理解しております。今日本もですね、みどりの食料システム

戦略、それからＥＵではファーム to フォーク戦略というのがあって、世界がそ

ういうふうな化学肥料、化学農薬の削減というのを進め、また有機を増やして

いくというような方向にいってるところでございますけど、一方アメリカはで

すね、やはり、ここでも皆さんご意見出されたように、やはりそういうことを

進めることによって食料価格を上乗せさせてしまって、世界的な食料不足をさ

らに発展させるんじゃないかという懸念が言われているところです。ここでも

議論されてるとこだと思います。やっぱりこの辺りをですねやはり、ここでは

ですね非常になんでしょうね。先進的に進めてきて、また成果を上げてきてい

るわけですから、この点に対してですね、きちっとやっぱり北海道が先進的な

解決策をちゃんと作るってことはとても大切で、そういう点ではこの８期の計

画は大変重要だろうというふうに思いました。 
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まとめ方としてですね、生産者と消費者のきちっと理解、分けて議論したと

いうところがポイントだと思います。生産者の点についてはですね、やはりコ

ストが上がってしまう。それによって生産農産物の価格が上がるというような

ことではですね逆、要するに、負のスパイラルに入ってしまうわけですよね。

ですからそれは避けなきゃいけない。そうなったときにやはりですね、ちょっ

と手前みそで恐縮ですけども要するに、生産性を犠牲にしないでそういったこ

とを実現するためにはですね、科学技術を使うわけしかございませんので、こ

こに挙げられたスマート農業とても重要だと思います。またスマート農業技術

実は私もやってますけども、じゃぁ導入したときには価格コストがかかる。そ

のために、それによってそれがですね、農産物の価格に反映します。これまた

１つ大きな問題ですので、このあたりをですねやはりちょっと。例えば今日本

政府はですね進歩ができました。スマート農業のですね、スマート農業技術活

用促新法をという 10 月１日に施行されましたけど、そういった要するにシェア

リングとかですね、農家の方利用しやすいようなこと、というようなことまで

含めて議論しないとなかなかそのスマート農業を利用することにクリーン農業

が推進できるかどうかの辺りはですね、非常にちょっとポイントになるところ

だというふうに思っているところです。ちょっとここの委員会では違うのかも

しれませんけど、少しそのあたりを踏み込んだことがですね、実際に表面的に

確かにスマート技術は使えるんだけど、どう使うかっていうのがポイントだと

いうところがですね、非常に重要じゃないかというのが１つ。それともう１つ

は商品アポ。これはもっともっと大切だと思っておりまして、やはり消費者が

ですね、購入してくれて、かつ食べてくれないわけことにはどうしようもない

というふうに思います。ですから本当に今日私すごく同感したのはですね、や

っぱり小学校の子供たちに食べてもらって知ってもらうと、ということですよ

ね。というのは本当に私必要だと思います。ですから、YES!clean 農産物、先ほ

どいろいろあります、特別栽培農産物ですが、これはもうちょっと言葉的にあ

まり明確になってないともありましたが、初めてそういう要するに有機以外の

ものですね、取り組み、そういったもので作る農産物というのを、やはり若い

世代に知ってもらう。特にこの北海道にいる子供たちにですね、先ほど取り組

む予定だというふうになってますが、それを継続的にやるってことですよね。

シールを見せてね、常に見せて、子供たち大きくなって、日本全国に行ったと

きに彼らがみんなアンバサダーになるわけですよ、きっと。ＰＲすることにな

るわけですよ。そうするとその方たちが、きっとそういった農産物を日本全国

に広げてくれて、また世界に広げてくれることなるんですよ。やっぱ時間かか

ると思うんですよ、こういうのって。ですから特に子供たちを通してですね知
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ってもらって、子供達に理解してもらう。というような取組というのが僕はす

ごく重要だと思って、今日ご意見いただいた中で本当に私も同感いたしました。 

いずれにしても消費者というのは、とてもこれを進めていく上で、地球環境

とても重要だなと皆さんわかってんだけど、地球環境のために、自分のお金を

投資するとなるとなかなかですね。それ相当のやっぱり立派な方でないとなか

なかできないと思うんで、やっぱりそのあたりの理解っていうのはですね、や

はり子供とか理解して、それによって安全で安心のちょうどいい食料なんだと

いうことも併せてですね、わかってもらうような仕組みっていうのがですね、

もう少し強調されたらどうかなという気がいたすところでございます。以上で

す。はい。私のは感想です。はい。 

ということで、皆さんですね今日は本当ありがとうございました。それでは

ですね、他にこの件についていかがですか、ご意見等ありませんでしょうか。

よろしいですか。はい。それでは、今日いろいろなご意見を委員の皆さんには

ですね、いただきましたので、事務局にはですね、この意見を踏まえて、最終

案の作成を努めていただけばと思います。 

それでは、議事のその他に移りたいと思います。事務局から、高病原性鳥イ

ンフルエンザについて報告をお願いいたします。 

 

(山口推進監) 

 はい。それでは報告事項は私から、皆さんとちょっと情報共有させてもらい

たいと思います。先ほど事務局の説明にあった本来、今日もう１つＢＳＥの話

を皆さんと一緒にしたいなと思ったんですけど、そちらの方は次回の方で考え

ていきたいと思っています。家畜の食の安全安心ということで、我々の重要な

分野ではあるんですけれど、ＢＳＥは今から 20 年前から、そういう検査体制に

取り組んでたんですけど、どんどん安全性という部分がしっかり確保できてき

て、世界的に監視基準が変わったということがあって、それについてお話をし

たかったのですが、そうしているうちに、先月、今週と立て続けに家きんにお

いて、高病原性鳥インフルエンザが道内で発生をしたと。資料３の方の事例１

というのが、実は今シーズン、全国で初めての例が北海道。北海道はどうして

も北の方から渡り鳥が来るということもあって、一昨年もそうだったんですけ

ど全国的に、北海道は、秋から始まるシーズンどうしても先にリスクが上がっ

てしまいます。今年は特にいろんな形で他の県でも出たりして今 8 例あります。

10 月 11 日にまず厚真町の、これは肉養鶏を買っている農場で、発生があった

ということで、４日間ほど防疫措置を行ってます。写真と経過等ここに書いて

あるところを見ていただければと思うんですけれども。速やかな防疫措置をし
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て治まって、その後広がりはない状況ではありますけれども、今週、事例２の

方になります。12 日火曜日、今度、上川の旭川市の家きん飼養農場、こちらの

方は卵の農場になります。4 万 4,000 羽を飼養している農場で同じように発生

し、どちらも死亡が通常に比べて増えてきたということで、家畜保健衛生所に

通報があって、出向いて検査をして、陽性が確認される。正確な遺伝子検査も

実施をして、やはり陽性が確認され、こちらの方も、今、防疫措置を行ってま

す。殺処分を２日間、13 日までに終えて、我々職員、道職員中心にそれから現

地の振興局職員、周りの市町村に応援をいただいたり、関係機関の協力をいた

だいたり、国の機関から、投光器であったり資機材を借りたりといった形で進

んで、今のところ、作業の方順調に進み、周りの養鶏場の方も、異常はないと

いったような状況でございます。 

今年本当に野鳥の方も 13 例、今、高病原性で確認されていて、そのペースも

非常に早いということで、リスクの高い状況に今シーズンあるなということで、

農場の方には最大限の警戒を引き続きお願いしますねということで、日々の消

毒ももちろんなんですけれども、鶏舎とか防鳥ネットとかも、確認をしながら

ということを繰り返してはいるんですけれども、どうしてもリスクが高いとい

う以上、やはり発生は、可能性としては考えなきゃいけないと、そういう中で

道民の皆様に、特に委員の皆様には、まずはその死んでる野鳥を見ても、手で

さわらない、素手でさわらないように、触った場合には、手洗いをして冷静な

対応してくださいと、振興局の環境生活課、市町村の方に連絡くださいといっ

たこと。もう１つ、高病原性鳥インフルエンザ、通常では、食べ物を通して感

染することは、そういったものは、まず流通しないっていうことと、流通して

いるものは食べても安全だということ、そしてぜひ、道産の鶏卵鶏肉を食べて

生産者を応援していただきたいといったことをお伝えしていただければなと思

います。それから今回、ブロイラー肉養鶏であったり採卵鶏であっても、流通

にただちに影響を与えるような量ではないんですよね。例えば肉養鶏で言うと、

サイクルが短いということもあり、すぐ回復をしていくといったり、量的にも

全道の、どちらも１％にも満たない、飼養しているのが例えばブロイラーでい

うと 550 万ほど飼養してて、サイクルも年間 3,900 万羽ぐらい、食鳥処理され

るといった中で見ると、そのウエイトはわかるかと思うんですけども、卵の方

の採卵鶏も同じです 500 万羽ぐらいいて今回 4 万 4,000 羽で、0.8％ぐらいの量

ということで、大きな影響は、流通なり、価格については、見られなと我々思

ってますので、冷静な対応をお願いいたします。我々も、そういったことをし

っかり伝えていきたいと思っておりますけれども、皆さんのいろんな立場でお

伝えをいただければと思います。私の方からは、情報提供ということで、以上
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でございます。質問等ありましたらお受けしたいと思います。 

 

(野口会長) 

 はい。ありがとうございました。それではご質問をお受けしたいと思います。

いかがでしょうか。はい。お願いします。町村委員。 

 

（町村委員） 

 鳥インフルの部分に関しましてですね、養鶏農家も含めましてまた行政の皆

さんであるとか家畜保健所の皆さん総出でね、やられまして、本当に活動には

本当敬意を表するばかりでございます。本当に大変なことであろうというふう

に思っております。私も地元の家畜自防疫組織の会長をちょっとやっておりま

して、それで鳥インフルぐらいまでになると或いは豚コレラであるとかですね、

或いはかつてのＢＳＥのようなレベルまでなると、かなり行政も関わる形での

対策、対応がなされることかと思うんですけれども、現場においてはですね、

例えばサルモネラであるとか、そういった部分の発症事例がやっぱり家畜なん

かであったりもするわけですね。これ食品そのものには影響を与えないレベル

であっても、いざ発生したとなるとやっぱり、農場の清浄化作業というものが

伴うんですが、江別市内でも何件かそういう事例が発生したときに、意外と清

浄化までの道のりというんでしょうかね、そこについてのマニュアルみたいな

ものが、案外整理されてなくてですね、どの程度までいくと或いは当然、最終

的にはそういう関係がゼロということが確認されて清浄化になるんですけれど

も、その清浄化に至るまでのレベルの付け方というんでしょうかね、何回検査

をするとかどういう間隔で検査をするかとか、そういった部分っていうのが意

外と慣行法というのか、そんな感じになってまして、明文化したんですけれど

も、今回それをちゃんとまとめたんですね。このまとめるに際して家畜保健衛

生所であるとか、或いは改良普及センター或いはＮＯＳＡＩの獣医さんたちの

協力も得て作ったんですが、今度逆にそれをですね、また他の町の自防組織で

あるとかが、うちにもちょっと見せてくれないかっていう、そんな感じのね状

況が起こってるようなんですよ。言ってみればあくまでも江別市ということで

まとめたものではあるんですが、これ意外ともしかしたら他の地区もそういう

状況に至ってるのかなということもありまして。ある程度ですね、情報の共有

化であるとか、或いは基準づくり、この基準もなかなか農家事例によって対応

難しいとこあるのかもしれませんけれども、そういった部分の取組というもの

をですね少し、道がここは広域になる部分だと思いますので、道も関わって、

実態調査などから含めてですね、やっていっていただけるといいのかなとちょ
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っと思ったところがありましたので、意見させていただきました。 

 

（野口会長） 

 意見ということでよろしいですか。 

 

(今野補佐) 

 すいません今野といいます。サルモネラについては最近、北海道内で結構発

生してまして、各自防でそれぞれやはりマニュアルづくりを実施しているとい

うところはあります。 

特に道東については、割と発生が多いので、マニュアルが整備されていると

いう状況なんですけれども、やはり、急に発生して今まで発生していない地域

についてはやはり、最初すごく困ってどうしようっていう話は伺っております。

その中で相談が家畜保健衛生所にあった場合については、こういう町ではこう

いう対応してるよとか、そういうお話は、各自防にはお話していただいて、そ

の中で、各地域地域に合わせたマニュアルづくりっていうのは作っていただけ

ればなと思っているところでございます。やはり飼養規模、先ほど言ったとお

り、状況いろいろ変わりますので、やはりそこで、ある程度のマニュアルを作

った上でそれで各自防で運用していただくのがいいのかなと考えているところ

でございます。 

実態調査の方は、確か最近、調べたところがありますので、それについては、

ちょっとうちの方で持ってるデータとかありましたら、後程ちょっと調べて。

ご提供したいなと思っております。 

 

(野口会長) 

 はい。ありがとうございました。その他いかがでしょうか。はい。池田委員

お願いします。 

 

(池田委員) 

 ごめんなさい、研究者としての、興味なんですけど野鳥 13 件っていうのは、

これの渡り先はどういう地域かわかりますか。後でもまた教えてもらえると。

ありがたいです。多分シベリアとかああいうとこですよね。１個言われてるの

は、地球環境で地球上で人間が生産した汚染物質というのは極域に集中しやす

い。前もこの会議でいろいろお話させてもらったことあるかもしれませんけど、

北極とか南極に近い地域ほど汚染物質がたまると。PFAS もそうですね、最終的

には、地球全体をめぐって、ああいう極域に蓄積する。だからストックホルム
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条約っていうのは、フィンランドで締結された。ストックホルムですよね。背

景として、鳥インフルがでてきてる、リスクが上がってきてる背景としては、

そういう彼らの渡りの生息環境が全体的に汚染されてる。例えばタンチョウで

すね、道東の。丹頂鶴が死んでるのを調べたっていうのが、2010 年の研究論文

が出てるんですけど、ものすごい量と種類の農薬に汚染されてます。野鳥です

よ。それ何で死んだかって原因を調べるためですよね、もう種類だけでもぞっ

とするぐらいの。エンドスルファンなんかは禁止されてますね。それが 1 個と、

あとごめんなさい、これはまた話外れるんだけど町すね。それが 1 個と、あと

ごめんなさい、これはまた話外れるんだけど一旦町村さんから言われたのがサ

ルモネラの話で、道東で増えてるという話、担当の方が言われてましたけど、

まさにサルモネラとか大腸菌ですね、病原性のああいう食中毒細菌っていうの

は多肥とか高温、あと高湿度、こういう条件が重なると、植物上でも増えてき

ます。そういうのは実験的にはわかってるんですね、特にハウス栽培とか。今

日本の環境だと、ハウスじゃなくても、高温で多湿で、多肥と。北海道なんか

そうですよね、昔からの多肥栽培っていう習慣が抜けてない。だから、春先か

ら栽培期間前半の施肥量とか本州よりも多いんですよね。冬の寒さがあるから

春は肥料効かない、だからたくさん入れるというのが、昔の北海道農業のベー

スなんですけど、それが今温暖化で合わなくなって植物が非常に軟弱で病虫害、

汚染されやすい。その中の１つのリスクとしては、食中毒性の細菌群の感染、

汚染っていうリスクも、世界的にはもう十分認められてる事実なので、そうい

う懸念もですね、そういうサルモネラが発生してる、牛だとか豚ですね。そう

いう地域はそういう農作物の方も、日本は、比較的堆肥化を丁寧にされてるこ

とが多いですし、海外に比べるとですね。あと露地で何でも栽培するとか、灌

漑用水と食肉工場とか、下水処理場とか、海外は雨が少ない地域が多いので農

業地帯っていうのは、だからそういう水を使うんですけど、日本はそういう、

そこまではまだ酷いことしてないと思いますので、現場での汚染リスクは諸外

国に比べると日本は少ないんですけど、それでも牛糞堆肥とか豚糞堆肥がサル

モネラとか大腸菌汚染されたら、そういうことでレタスとかですね、白菜とか

葉物野菜つくれば当然汚染を受けるので、ぜひそういうところにも警戒しても

らえるようにしておいていただけるとありがたいです。以上です。 

 

(野口会長) 

 他いかがでしょうか。はい。それではご意見ご質問ないようでございます。

どうぞよろしくお願い。 
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(山口推進監) 

 事前に、実は鳥インフルエンザの方に山崎委員の方からご質問というかご意

見をいただいてるのが１点あったんで、皆さんとここで共有させていただけれ

ばと思います。鳥インフルエンザに対する防御方法について早急な技術開発が

必要だと考えます、というご意見をいただいております。今、池田委員の方か

らもいろんなアドバイスいただいたんですけれども、防御技術の１つとして、

これまでワクチンの使用であったり、新たな検査法の開発とか求められてきた

のは事実でございます。ただそのワクチンの使用は、これ家畜だけではなく、

人間もそうなんですけど、発症は抑制はできても、感染を完全に防ぐことはで

きないんですよね。逆にワクチンを使うことは見かけ上健康な、キャリア鶏と

いうニワトリからのまん延が想定されるということもあって、国内の防疫上実

施をしていないというのが、実情とか理由でございます。検査方法の開発も、

抗体検査中心の方法から今、抗原遺伝子を検出する方法、リアルタイムＰＣＲ

法が導入したりと国段階で継続的に取り組んでいるところでございます。そう

いったものを活用しながら、我々、しっかりと取り組んでいきたいと思ってお

ります。ということで発生防止としては、とにかく、検査による発生予察の精

度を高めるためにも、日頃からの飼養衛生管理がどうしても大事だという、先

ほどの話になってしまうんですけども、我々、その辺しっかりとチェックしな

がら、農場の衛生管理指導に取り組んでいきたいと思っております。いただい

たアドバイスも参考にしながら、活用したいと思います。それから先ほどの意

見だと渡り鳥は、おっしゃる通りシベリアからです。世界的には広がってしま

ったんですけど、日本に入ってくるのは、やっぱりシベリアで夏の間一緒にな

ってそこでウイルスを持つ野鳥が集合するんで。そして、ルートとしては北海

道内を通るのは、道北の方から宮島沼またウトナイ湖抜けるルート、それから

オホーツク海通って抜けるルートがございます。リスク的に高くなっていくの

はどうしても養鶏場もその周辺にやっぱり多くあるという実情もあったりとい

うところもあって、その部分については、我々も理解をしながら対応していき

たいというふうに思っております。以上でございます。 

 

(野口会長) 

 はい。ありがとうございました。皆さんの方は何かございますか。この件に

ついて、よろしいですか。それではですね、予定しておりました議題、本日す

べてこれで終了いたしました。ただ皆さんの方から何かその他で、ここでお伝

えしたいことまた少し話題にしたいことあれば、ちょっとまだ時間多少ありま

すから、伺いますけども。いかがでしょうか。よろしいですか。Ｗｅｂの委員
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の方も、よろしいですか。はい。それではですね、すべての議題を終わりまし

たので、これでですね終了したいと思います。長時間のご審議、本当にありが

とうございました。それでは進行を事務局にお返しいたします。お願いします。 

 

(事務局) 

 はい。野口会長ありがとうございました。閉会にあたりまして、農政部山口

推進監よりご挨拶申し上げます。 

 

(山口推進監) 

 皆さん本当に、本日限られた時間ではありますけれども、活発なご議論、た

くさんの本当に貴重なご意見もいただきましてありがとうございました。クリ

ーン農業推進計画の素案についてでございますけれども、今日本当に話題の中

で、多くの委員の皆様からいただいた中で、知ってもらう、理解をしてもらう

ための方策について今日たくさん、我々参考にしたいご意見いただいたなと思

っております。いかにわかりやすく、それを伝えるということ子供や、消費者、

特に子供に伝えていく方法は場合によっては栄養教諭を活用していく中で、

我々もしっかりと出向いて、そういった場面でお話をさせてもらいたいなと思

います。それからマーケットの拡大、市場の拡大をしていくためにも、当然知

ってもらって選んでもらう。そこには、各給食の場を使って、実際に食べても

らうことも必要だし、お店に行って、知ってもらうと。今、食料・農業・農村

基本法が改正された中で、食の安全保障と、環境に配慮した農業と、その柱の

２つがございます。時代的にも、しっかりと位置付けられていく中で、北海道

のクリーン農業というものをきっちりその中で進めていかなきゃいけなと我々

も思っております。また昨今は特に米が、最近は品薄にスーパーになかったり、

それから卵も鳥インフルエンザの関係で上がったり、いろんな資材の高騰で、

価格がこう上がったり、皆さん、農産物に対するきちっとこう評価というかね、

それを知ってもらう機会と我々とらえていきたい、そういう中で、こうしたク

リーン農業もあわせて知ってもらいたいなと。それから、今日わかりにくいと

いう概念図のお話もたくさんいただきました。我々今回の計画で初めてその特

別栽培農産物を入れて、位置付けてみたんですよね。どうしても YES!clean 農

産物や、有機農業は以前からもあったんですけれど、これだけでは指標として

計画の中で足りないだろうというところもあって、そういった中で特別栽培農

産物もまたわかりにくいと。世の中にはこの他にも、減農薬とか減化学肥料、

それから無農薬無化学肥料とこれらとの関係とか非常にわかりにくいところが

多いなというのは我々も理解をしております。そういったことを、この計画を
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通じて、知ってもらうことが大事じゃないかと、私今日の意見を聞いて、それ

とあわせてＰＲをしながらというところが大事だなと感じた次第でございます。 

いただいたご意見を踏まえて、またさらにパブリックコメントなり、道民の

皆さんの意見なども交えながら成案にしていきたいと思っております。本当に

野口会長はじめ、委員の皆さんには、改めて御礼を申し上げたいと思います。

また高病原性鳥インフルエンザ、今日、昨今、新聞とテレビ等にぎわしてると

ころもあって、皆さんに知ってもらいながら、道民の皆さんへのＰＲ、ご理解

を一緒にやっていただければありがたいと思っております。今後ともどうぞよ

ろしくお願いしたいと思います。委員の皆様には本当にお忙しい中、今日、ご

出席、それからＷｅｂの方で参加をいただき、ご審議いただきましたことを改

めてお礼申し上げますとともに、今後とも、北海道の食の安全安心の確保につ

いて、ご支援ご協力について、よろしくお願いいたします。簡単でございます

けど閉会にあたってのご挨拶とさせていただきます。本日はどうもありがとう

ございました。 

 

(事務局) 

 以上をもちまして、本日の委員会を閉会させていただきます。皆様お疲れ様

でした。 


